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昭和八、九年の「法政騒動」
東京都千代田区富士見町
―
外そとぼり
濠の土手ちかくに超高層のビルが屹立している。これこそ明治十三年（一八八〇）創立の「東京法学社」を起源
とする法政大学のいまの姿である。創立以来百数十年のあいだに学舎は何度もすがたを変えた。木造から鉄筋コンクリートへと……。戦前には校舎のまわりに絵のような閑寂な風景がみられた。春になると、土手の桜が咲きみだれ、冬に雪がふると、小林清
きよ
親ちか
（一八四七～一九一五）の木版
画のような景色が現れた。静寂なたたずまいの中に、白亜六層 近代的な校 がすがたをみせたのは、激動の昭和初期であった。
当時、法政大学は官立大学に比肩しうる、誇りに足る一流の教授陣を擁し、のびのびとした空気のなかで、自由主義的教育をおこない、他の大
学から盗講にくる学生もいた。専任、非常勤を問わず、そこで教鞭をとるものは多
た
士し
済せい
済せい
、いずれも異色ある人物たちであった。
昭和六年（一九三一）の満州事変以来、わが国は世界の孤児となる途をあゆみだ ますます軍部が発言力をつよめていった。東北の冷害が深
刻なものとなり、凶作に苦しみ農家の娘 身売りがさかんに行なわ 翌昭和七年（一九三二）不況とインフレ、失業、農村の疲弊などに苦しむ日本は、満州にかいらい国を建設した。五月、犬養首相が官邸において海軍将校らに射殺された（五・一五事件） 。
昭和八年（一九三三）一月上旬、日本軍 華北侵攻を開始 、同月下旬国際連盟を脱退した。四月 滝川事件がおこった。文部大臣鳩山一郎は、
京大総長に滝川幸
ゆきとき
辰（一八九一～一九六二、昭和期の法学者）の『刑法読本』と『刑法講義』が、内乱を煽動、姦通を許容するものとして、同人
の辞職を要求した。京大法学部教授会および学生ら一六〇〇名は 学生大会をひらき、文部省に抗議したが、やがて官権力に屈服し 。
夏休みがおわり、大学にもどった学生たちは、 「戦友」の替え歌 うたって、うさを晴らした。
宮永
　
孝
昭和八、九年の「法政騒動」
《研究ノート》
（2）199
ここはお江戸を何百里離れて遠き京大もファッショの光に照らされて自治と自由は石の下……
（
1）
田中美
み
知ち
太た
郎ろう
（一九〇二～一九八五、昭和期の哲学者）は、学科を無視した反抗児として開
成中学を出たのち、神田にあったドイツ語の夜学に通った。ドイツの哲学書を早くよみたいと思ったからである。やがておなじ聴講生の雑談 なかから、上智大学の存在を知り、九月編入試験をうけ入学した。が、のちに中途退学した。ついで大正十二年（一九二三） 、京大文学部哲学科の編入試験をうけた 外国語はドイツ語をえらび、ほ に漢文と専門科目（リッケルトの「自然 学と文化科 」の批評）をうけて合格した。田中は選科生として入学したのだが、当時 選科は、外来者にとって親切な制度であったという 一定の単位を っ 、簡単なテストをうければ、本科生 してくれたからである。
田中は後年、古典語（ギリシャ語）の専門家として一家をなすのであるが、ギリシャ語は上
智の学生のとき日比谷の図書館で古ぼ た 習書をよみ 小さ 単語集のようなものを古本屋で求めたという。おそらく、ギリシャ語ははじめ独習だった か、やはり同じ所で足ぶみばりし、なかなか終りまで進まなかったようだ。自習書と て使 は、ホワイトの
 T
irst 
G
reek B
ook という。
当時、京大の古典語の正規の教師は 助教授の田中
秀ひでなか
央（一八八六～一九七三、ギリシャ・
ラテン語学者）であった。が、イギリス留学中 め、無名の菊池慧
けい
一いち
郎ろう
（大正十一年〔一九
戦前の法政大学市ヶ谷キャンパス
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二二〕京大文学部哲学科卒。ギリシャ哲学専攻。当時、二十七、八歳）という先生が代講した。この先生は、なんでも江戸時代からつづく旧家（新烏山上切通し）の坊っちゃんであったらしい
（
2）
。ギリシャ語を教えるのが初めてのようで、ときどき立往生したり、まちがったりした。それで
も平然とし、けっしてごまかしたりしなかった。授業は教科書にそって行なわれるから、教師がまちがっても、すぐそれがわかる。ともかくギリシャ語を学ぶ唯一の機会だから、一回も休まず出席した。
近づき難い、よくできる先生よりも、親しみやすい熱心な先生のほうがよかった。先生の間違いを見張りながら、用心して勉強するのも、かえ
って効果的だとおもった。授業がおわって帰ろうとすると、自宅に誘われ、うまいコーヒーをのませてくれた。
田中は大学を出て二年ほど浪人をした。冬のはじめのある日のこと、本郷の菊富士ホテルにいる先輩の三木清
きよし
（一八九七～一九四五、大正・昭
和期のマルクス主義哲学者、当時法大教授、のち獄死）から葉書が来 ので訪ねると、ギリシャ語の講師をや ないか、といわれ、昭和三年（一九二八）春から、法政大学文学部の非常勤講師となった。月給は二十五円。当時、月給百円が中流、小学校の先生や巡査の初任給は六十円ほどであった。そのころの私立大学は、教授でも講師でも 授業時間数によって給金を支払った
のちに田中は、哲学特殊研究・古代哲学史・ギリシャ文学などを教えるのだが、ギリシャ関係の授業がへ ときは、予科のドイツ語の時間を
すこしもら しかし、専門外のドイツ おしえる は苦痛であった。出欠をとり さっぱり勉強してこない学生を相手にドイツ語を教授するのが、どうもいやでたまらなか た。それでも昭和四年（一九二九）から同九年（一九三四）ま の五年間予科のドイツ語 教えた。しかし
いわゆる法政騒動が起こったとき、ドイツ語教師をすっぱりとやめた。
二年後の昭和五年（一九三〇）には、週に二回古典語の非常勤講師として東京文理科大学
（のちの東京教育大学）に出講した。俸給は、法政と文理科をあわせて、当時の標準的サラリーマンの給金
―
百円ほどになった。
昭和八年（一九三三）三月十七日
―
この日は、田中美知太郎にとって、いわゆる〝法政騒
動〟のはじまりであった。この日の午後、田中は新学期のドイツ語教科書の打ち合わせのため、荻窪に住む同僚の奥脇要一の家へ招集をかけられた。そこに集まった者は
―
田中美知太郎
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亀岡英四郎
　　　
多田
　　
基
河東
　　
涓けん
　　
内田栄造（百聞） （一八八九～一九七一、明治から昭和期の小説家・随筆家）
関口
　
存つぎ
男お
（一八九四～一九五八、大正から昭和期にかけてのドイツ語学者。昭和八年（一九三三）から同十八年（一九四三）まで法政大学教授）
など計七名であった。
この打ち合わせ会の席上、関口はドイツ語授業の革新を強硬に主張し、内田栄造のドイツ語のもちこまをすべてけずることを提案した。すなわ
ち、これは内田の首切りを宣言したもおなじであり、話し合いは紛糾し、終電車の時間になっても決着しなかった。
内田が粛
パージ
正の対象になったには理由があった。この教師はいつも黒い洋服を着、白い手袋をし、細身の竹のステッキをたずさえていた。昼食の
時間になり 他の教師らがうどんやカレーライスを食べているとき、 つでもきまって吸物つきの料理をよそから取って食べていた。毎年、外国語の夏季講習会がさいごの日になると、語学教師らと銀座あたりで食事をし、バーまわりなどをして、たいへんごきげんであった。
しかし、このように浮かれ騒いだり、遊興にふけること 、まじめな教師、まじめに勉強している連中から見るとおもしろくないものであり、
反感を買ったようである。ドイツ語の教育もまじめにやってないような印象をあたえた。使う教科書は、いつもきま いたし、あまり進まなかった。同じテキストを使えば、予習の必要がないからである。教科書の中には、わからな 単語がいくつかあるのだが、辞引をひかず忘れたまにしてある。思い出そうとはせず その箇所が近づくと、胸さわぎがする、といって同僚教師 ちを笑わせていた。
法政大学文学部というのは、東大や京大などの官学出身者が多く、私学出身者に対しては過小評価しか与えていないようであった。しかし、こ
の官学的先入見にたいして真っ向からいどんだ は、実力 おいて断然群を抜いていたドイツ語の関口存男（士官学校をへて上智大学卒）と の門下生、さらには力がある私学出身者であった。実力派から見れば、顕著な業績なく、学歴だけを売り物と ている 出身者は眼中になく、歯牙にかけるにあたらなか 内田の不まじめな授業をやめにし、もっと な若い失業教師を採用すべきである、といった主張もなりたつわけである。
そういった革新派の代表が関口であり、三月十七日の〝打ち合わせ会〟の主旨はこの点にあった。関口存男という人は、語学の天才といわれるほど、何でもよくできた。ドイツ語のほかにフランス語ができ、ギリシャ、ラテンの古典語も知っ
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ていた。あるとき田中美知太郎は、デモステネス（紀元前三八四？～三二二、ギリシャの雄弁家・政治家）の文章について質問をうけたが、それは素人の質問ではなかったという。外国へ留学した経験はないのに、ドイツ語会話もうまく、すぐ口から出た。書くドイツ語もうまく、日本人ばなれしたも を書き、東北大学のカール・レーヴィットは、関口から来た質問状をナチス党員のだれかが書いたものと思い、うす気味わるさを感じた。
その後、一ヵ月は何ごともなく過ぎた。四月十五日
―
田中は入浴しようとすると、多田が車で迎えにきた。河東、亀尾らと新橋の「東洋軒」へむかった。内田、奥脇、片山敏彦（一
八九八～一九六一、昭和期の詩人・評論家。独・仏文学の研究や翻訳をおこなった）もやってきて、関口の辞職問題について話し合い、深夜二時ごろ帰宅した。
内田を追い落そうとした関口が、こんどは辞職に追い込まれそうになるほど事態は深刻化しつつあったが、同人の復帰をもって一段落した。五月二十三日
―
夜、ドイツ語教員総会がひらかれた。ふたたび険悪な模様になった。夜十時、田中は関口、荒木、片山、亀尾、奥脇（要一）
らと車に乗り新宿へ行き、食事をし
法政のドイツ語教員内部の問題は、予科教授会全体の問題と り、その処理をめぐってボスたちの対立へと発展し、やがてそれがいわゆる「法
政騒動」の発火点となるのである。局部的な問題が全体的なものになってしまうと、最初の争い種である内田百聞などは、もはや焦点の人ではなく、代わって野上豊一郎（一八八三～一九五〇、明治から昭和期 英文学者、能楽研究家。のち予科長・学監をへて法大総長）が騒動の立て役者となった。
ここにもう一人、法政騒動の渦中に巻きこまれた非常勤講師がいる。
本多顕
あきら
彰（一八九八～一九七八、英文学者、評論家、翻訳家。のち法政
大学教授）である。本多は九州帝国大学講師、福岡高校、東京女高師講師をへて、昭和八年（一九三三）法政大学の に就任し、七年間英文
関口存男
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講読を四時間担当した。本多によると、この大学に勤めて一年たたないうちに、大事件（法大騒動のこと）が勃発 、半年以上のあいだ、その渦の中にまきこまれ、もみくちゃにされたという（本多顕彰『大学教授
―
知識人の地獄極楽』光文社、昭和
31・
10、五六頁） 。
本多は時間給の講師だから、授業をおえるとさっさと帰った。学校の事情にはうとく、学
内で何が起っているのか、わかるはずがなかった。ところが就任して一、二ヵ月すると、教授室 の空気がおだやかでないことを知り、またその空気がだんだん殺気をはらんでゆくのを感じた。ある教授は、本多をつかまえ と、いろいろ人物評をおこなった。　―
予科英語教授・森
もり
田た
草そう
平へい
（一八八一～一九四九、明治から昭和期の小説家、漱石の門
下生）は、らいらくに見えても策謀家である。
またある教授は、こうもいった。
　―
野の
上がみ
豊一郎（一八八三～一九五〇）は学監（学長の命をうけて、学務や学生を監督する役）の地位にあって、老学長（秋山雅之介）をない
がしろにして、専横をきわめている。
森田も野上も、ともに漱石の門下生であった。お互い交友関係もながく、敬称なしで呼びあっていた。この二人が親しそうに話し合っている様
子をうか うと、両人が対立していることなど考 られなかった。本多は森田や野上と口をきいていると、教授室のどこかで人の目が光るのを感じた。そのためだんだん教授室に入るのが やになった。
ある日のこと、本多はいっしょに法政大学に採用された村田という英語講師とコーヒー店に行き、雑談して教授室にもどると、深沢という教授
がいっしょに帰りましょうといって、駅まで歩くあ だ、村田講師との話の内容を聞きだそうとした。が、手ごたえがないので別な質問をはじめた。　―
あなたは森田さんと特別な関係がありますか？
　―
いいえ、ちっとも……。
と、本多が答えると、相手ははじめて警戒をといた顔になり、
本多顕彰
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　―
数名の校友教師が、森田さんをかついで、野上さんを失脚させ、そのあとがまにすえようとしている。君は森田さんと親しいようだが、策
謀家をおさえるために、正しい側に味方してくれませんか。といった。
このとき本多は、はじめて教授室の張りつめた空気の意味を理解した。翌日、本多は学校へ行き教授室に入ると、壁に森田教授の腹心であった
広川教授の罷
ひ
免めん
の掲示がはりつけてあった。そのため学内は騒然となり、森田派は教授室の片すみにかたまって密談していた。
教室へ行ってみると、野上教授を弾
だんがい
劾する文句が黒板にかかれ、学生たちは講義を聴くことを拒否した。となりの教室をのぞいてみると、森田
派の教授のひとりが教壇から熱弁をふ っており、学生たちはそれを熱心に聞き入っていた。
森田派といっても、真鍋・村山・藤田の三教授にすぎなかったようである
（
3）
。
かれらは学生にむかって
大学の財政問題隣接土地購入促進問題人事問題専任学長推載問題
などについて熱っぽく語り、責
せめ
は予科科長、学監、理事をかねている野上にあるような口ふんをもらしたために、昭和八年十一月下旬学生大会
を開催するに立ちいたった
（
4）
。
この三教授は、反野上の火の手を学生のなかにあげさせることに挺
ていしん
身していた。野上派の隊長は山川（山崎）教授であった。かれは野上方四十
七名の結束が大切だと考えていた。かれらは毎日、講義がおわると、石
いしきりば
切橋のウナギ屋にあつまり、そこで五十銭のうな丼
どん
を食べて、夜がふける
まで〝結束〟していた。皆、雑談をしたり、碁を打ったりして時間をつぶしていた。
秋山学長は、事態を憂慮した。
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昭和八年十一月二十七日
―
午後五時から新館ホールにおいて、秋山学長以下理事・評議員
ら二〇名があつまり
（
5）
当面の紛
ふん
争そう
問題について協議し、当局の態度を表明することになった。学
長は老
ろう
耄ぼう
（おいぼれた老人）であり、前後左右をわきまえぬ人間であった。
同年十二月三十一日をもって、当局は大正九年（一九二〇）以来、二十五年ものあいだ予科
長、学監などを勤めてきた野上豊一郎を突如〝休職〟にふし、真鍋・村山・藤田の三教授には辞職を申しわたした。またけんか両成敗のいみから、森田草平をも休職にしたが、のち同人は免職になった。
この抜き打ち的な学長のやり方に厳然と立ったのは予科教授団四十七名であった。本多は野上氏は学内の全権をにぎり、他の理事長たちをおさ
えているはずなのに、どうして斬られなきゃならないのか理解に苦しんだ。野上の追いおとし劇のことが新聞に報道された日（ 『東京朝日新聞』昭和
9・
1・
7） 、四十七人は例のうなぎ屋にあつまり、やや緊張しながら雑談にふけっていた。しばらくすると、隊長（山崎教授か）が奥の間
からあらわれ、悲壮な調子でつぎのような演説をした。　―
事態がここに至っては、われわれは辞表をふところにして戦わなくてはならぬ。
このあとすぐ、紙と硯がはこばれてきた。一人一人が辞表を書かされ 。書きおえると、幹事がそれをまとめ、隊長に手渡した。隊長はいった。
　―
辞表を書いてもらいましたがね 使うこと しませんよ。ただ結束のためですよ。
ところが、その辞表はただちに使われた。理事 ちはそれを受けとるとすぐ四十七名を解任した。罷免 なった本多は狼狽し 。時間給の四時間は一時にふっとび、いつまたそれにめぐり会えるかわからない。クビになった者は、いくつか
グループに分かれた。あるグループは、学校当局にわびを入れて復帰した。またあるグループは、共済組合のようなも を作った。本多らのグループは、いちばんのんきなグループで り 月に一回仲間 家にあつまると、雑談にふけり食事した。
大学当局は、教員の処分を発表するに至るまで、水面下で切りくずし運動を開始し、強硬派の山崎静太郎教授ほか数教授をのぞき、個別に翻意
をうながすべく 全教授に〝速達〟を出し、一月十日午前九時から午後二時ごろまでの間に会見をもとめた（ 『東京朝日新聞』昭和
9・
1・
10付） 。
辞表をかいた三十八名の連判教授は、一月十一日の夜、雑司ヶ谷鬼子母神境内の山崎教授宅に集合すると、対策を議し、あくまで初志貫徹にむ
秋山学長
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けてまい進することにし、深夜牛込区薬師寺町に住む秋山学長宅を訪れて、辞表を提出した（ 『東京朝日新聞』昭和
9・
1・
12付） 。
大学当局は、教授団の正式の辞表提出を予測していた。辞表提出教師らは、十二日ひとりも出講しなかったために、当局は直ちに第二学期試験
準備のためと称して、三日間〝臨時休校〟とし、十五日から予定通り試験 おこなう旨、学生控室に掲示した。
昭和九年一月十四日の夕刻
―
大学当局はつぎのような処分理由と解雇者名を発表した。
予科教授団四
ママ十四氏が結束し、学校当局に対して抗争を始
はじ
むるや、学校当局は事態を憂慮して其
その
策謀の源泉と目
もく
さるゝ山崎外七教授の罷免を行
おこ
って極
力鎮圧に務め、十三四両日中に他教授の出頭を促
うなが
したが、教授団は結束して辞表を提出するまでに至って行がかり上出頭勧告に応じなかった為、学校当
局は十四日夕刻に至り断
だん
　こ
乎として左記三十六氏の罷免を発表するに至り、先の八教授と加へて四十四教授は予科教壇から去ることになり、この抗争も表
面的に 一段落を告げるに至った。 （ 『法政大学新聞』昭和
9・
1・
16付） 。
辞
　　
令
岩田良吉、片山敏彦、大井征、入江直祐、奥脇要一、中島精一、田代三千稔、林達夫、栗原元吉、満下龍太郎、多田基、新城和一、小栗憲三、豊島与志雄、秋川薫 木村太郎 茅野正吉、藤原静一、河東涓 小田切米作、境野正、星野日子四郎、寺内淳二郎、鄭審一
の諸氏は依願大学予科教授の嘱託を解く
秋田玄務、石橋元一、田中美知太郎、川上多助、佐藤春夫、喜多野清一、山口等濤、井上当蔵、戸坂潤、谷川徹三、森村豊、本多顕彰
の諸氏は依願大学予科講師の嘱託を解く
多田基
高等商業部講師の嘱託を解く
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鄭審一
専門部第二部講師の嘱託を解く
小西憲三
大学教授の嘱託を解く
秋山学長は、野上教授を解嘱ならびに休職処分にし、みずから予
科科長事務取り扱いとなった。
 
教授
　
野上豊一郎
学監大学予科々長ノ委嘱ヲ解ク 
教授
　
野上豊一郎
休職ヲ命ス十二月三十一日 
学長
　
秋山雅之介
臨時大学予科々長事務取扱ヲ委嘱ス十二月三十一日 
藤
　
田
　　　
栄
依願文学部講師ノ嘱託ヲ解ク
野上豊一郎
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真
　
鍋
　
五
　
郎
 
村山英太郎
依願大学予科講師ノ嘱託を解ク十二月二十七日 
教授
　
井
　
本
　
健
　
作
依願学生主事ノ委託ヲ解ク 
教授
　
御
　
巫
　
清
　
勇
学生主事心得ヲ委託ス 
山崎静太郎
 
佐
　
藤
　
利
　
吉
大学予科教授ノ嘱託ヲ解ク 
井
　
本
　
健
　
作
 
内
　
田
　
栄
　
造
 
太
　
田
　
悌
　
蔵
 
大
　
場
　
実
　
治
 
為
　
光
　
直
　
経
 
広田道太郎
本学教授及講師ノ嘱託ヲ解ク一月十一日
　　　　　　
注・ 『法政大学新聞』 （昭和
9・
1・
16付）
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大学当局は、出頭勧誘に応じない三十六名の教授の首を切り、その旨を校内の掲示板にかかげたのであるが、これにより先に罷免された八教授
を加え、四十四名の教授が大学から放逐された勘定になる。この四十四名という数字は予科教授団八十名のほぼ半数であった。
かくして学校 反学校派の分子を一掃したわけであるが、各紙もこ 大量処分を記事にした。
法政大学当局は、十四日午後七時半、抗争中の反学校派予科教授団岩田良吉教授以下三十六名教授・講師全部（他はすでに処分発表）を馘
かく
首しゅ
し、学生
控室に学界空前の大量処分者を正式発表し、即日書留便をもって解職状を郵送した。これで反学校派教授、講師は外人を除いて四十四氏全部一掃された訳である（中略）（ 『報知新聞』昭和
9・
1・
15付）
事務総長や残留教授たちを支持している予科学生や校友の一部は、掲示板に三十六名の教員の解雇者の名前が出ると、歓声をあげ、万歳を連呼
し、大いにはしゃいだ。一方、学校当局による再度の翻意勧告を突っぱねた辞職派教授団は、いかに強硬な当局も、まさか大量解雇をすまいと高をくゝって た。が、一月十四日の〝三十六教授・講師 解雇発表〟に接し、にわかに色めき立った。かれらは連日、雑司ヶ谷の山崎教授宅に詰め切っていろいろ対策をねった
しかし、解雇となると、もう学校から給料が入らないのである。いずれ生活に窮することは、火を見るよりあきらかであった。解雇組は、社会
正義に訴え、あくまで当局に挑戦する、と息巻いてはみたものの、いつまで持久できるか問題であった。
教授の中には、二、三の大学を掛けもちしてこ口の資 得ようとす 者、就職運動に奔放 者、著述 したがったり、雑誌に寄稿の口をさが
す者などがいた。
解雇者の中には〝連判状〟の手前やむ えず学校の出頭通知に応じられなかった者がいたことを当局 知っていたから、復職を希望する は、
あえて拒まぬ、といっ 事務総長・岡村玉造（校友）の談話を発表し、善後策を講じた。一方、当局と予科教授団の対立を静観して た教授団側の〝校友会有志〟ら約百名は、突如一月十五日の午後七時 江戸川町の某ウナギ屋に集合し、左記のような決議文を作成した。そして午後十時半ごろ、代表二十五名が秋山学長邸 押しかけ、夫人に手交して約一時間後に引きあげ （ 『都新聞』昭和
9・
1・
16付） 。
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決
　　
議
岡村事務総長は権限を濫用し、事態を今日に至らしめた直接責任者として
　
即時引責辞職すべし
　　　　
校友有志一同
一月二十日、解雇組は、午前より雑司ヶ谷の山崎教授宅に集まると、従来の主張をさらにせい明にし、問題を一般の批判のもとに移し、あくま
で黒白を争うことを確認した。そのため大学の
非ひい
違（非法）を糾弾する〝
宣言文
〟
を学校関係者、校友、学生父兄ら約二千名に発送した（ 『都新
聞』昭和
9・
1・
21付） 。
法政大学現当局は、先に公的無視の不法を敢
かんこう
行したるのみならず、あるいは策謀教授の非を庇
ひご
護し、あるいは教授会規定を破
は
却きゃく
して、日と共に非法無
道を重
かさ
ね、ついにわれら同志教授全部を解職に付せり、かくして神聖なる教育の殿堂はここにまったく崩壊し、おわんぬ、われら多年、真理の闡
せん
明めい
（明
らかにする
―
引用者）と教育の任務とに努力し来れる者、深く熱愛する子弟の前途を憂
うれ
ひいまや毅
き
然ぜん
として現当局の非違を糾弾し、もって法政大学建
学の精神復興に当らんとす、あえて宣言す。
　　　　　　　
一月二十日
　　　　　
山崎静太郎
　　 　　　　　　　　
外四十四名連名
この宣言文が郵送された二十日の午後六時
―
いよいよ学期試験もおわり、二十二日から授業がはじまるので、大学当局は急きょ後任三十五名
を講師、二名を教授にする旨の人事を発表した。従来、法政大学では、特定の人間だけ（官立大学卒の者？）を用い
（
6）
、卒業生（校友）を教員に採
用したがらない気風があったが、新 では法政を出た文学士六名が新顔 して名をつらねた。これは学内の刷新 はかったものであった。
［英語］
 
［フランス語］
 
［ドイツ語］
平田
　
禿とくぼく
木
 
河かわ
盛もり
　
好よし
蔵ぞう
（立大予科教授）
 
戸と
張ばり
信一郎（元東京高師教授）
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河野
　
正通（東洋大学教授）
 
川口
　　
武（一高講師）
 
田代
　
光雄（外語教授）
吉よしたけ
武
　
好よし
孝のり
（横浜専門教授）
 
浪野
　
隆三（帝大文学士）
 
中
　　
象三（帝大文学士）
竹沢啓一郎（東洋外語出身）
 
土屋
　
文吾（帝大文学士）
 
芳賀
　　
檀（帝大文学士）
森田
　
幸吉（法政文学士）
 
矢野
　
常有（帝大文学士）
 
川村
　
義雄（法政文学士）
寺田
　
武夫
  （文理大助教授）
 
田頭
　　
敏（法政文学士）
 
桝田啓三郎（法政文学士）
十じゅう
一いち
谷や
義三郎（文化学院英語英文科主任？）
　
 
末吉
　　
寛（法政文学士）
沢田
　　
護
［修身］長屋
　
喜一（帝大教授）
 
下地
　
寛令（府立高校教授）
［論理］速水
　
敬二（帝大文学士）
［国語］松屋
　　
聡（帝大文学士）
 
藤川
　
忠治（帝大文学士）
木本
　
通房（帝大文学士）
［作文］藤原
　　
定（法政文学士）
［漢文］長沢
　
武夫（帝大文学士）
 
七理重恵（帝国女専教授）
［歴史］山本
　
義三（帝大文学士）
［数学］田中増太郎（前高師教授）
 
黒川
　
龍三（一高教授）
右大学予科講師を嘱託す。
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英語
　　　　　
名原広三郎（元法政講師）
英語・哲学
　　
金子
　
武蔵
右大学許可教授を嘱託す。
英語
　　
田た
部なべ
　
重じゅう
治じ
（法政文学部教授）
右大学予科講師兼任を嘱託す。
　　
一月二十日
　　　
法政大学
この名簿を見ると、各分野のひとかどの人物をあつめた印象をうける。帝大的アカデミズムがいくらかとれて法政的アカデミズムの色合いが多
少感じられる。みな新進気鋭の異色ある教師であることにちがいないが、断然光っていたのは、英語講師の
平田禿木（一八七三～一九四三、随筆家・翻訳家、英文学者。一高をへて東京高師卒）吉武好孝（一九〇〇～一九八二、英文学者。東北帝大卒）十一谷義三郎 八九七 三七 小説家・東京帝大卒）田部重治（一八八四～一 二、山岳紀行文家・英文学者。東京帝大卒）
などである。平田は英文学関係の多くの名訳を残したほか、その余滴ともいうべきすぐれた随筆があり、別格の大家であった。
吉武は文体論と日本における翻訳文学の研究にしたがい 『翻訳 発達史』 （三省堂、
昭和十八年七月）という好書がある。十一谷は苦学力行型の小説家。多くの作品を残したが、 『唐人お吉』 （中央公論、昭和三年 月）は江湖の好評を博した。
田部は山のエッセイを書くかたわら、英米文学の翻訳を手がけたほか 『ペーター』 （研
究社、昭和
11・
1）や『中世欧州文学史』 （第一書房、昭
7・
12）などの論著がある。外
平田禿木
（16）185
国人のような風ぼうを備え、ちょびひげをはやしていた。筆者は一カ年間Ｒ・Ｌ・スティヴンソン 短篇を教わった。
フランス語の講師としては、河盛好蔵（一九〇二～？、評論家・仏文学者）が名を知ら
れ、ドイツ語講師としては、戸張信一郎（一八七三～一九五五、評論家・独文学者。ペンネームは〝竹
ちくふう
風〟
）の声望は高かった。法政の校友講師のなかでいちばん光っていたのは、
関口存男の弟子・桝
ます
田だ
啓三郎（ケェルケゴール研究の第一人者、のち都立大学教授）であった。
＊
昭和九年（一九三四）二月一日
―
この日、秋山学長の名で〝
予科教授の紛争問題（法政騒動）
〟
が一段落ついた旨の文書が、関係者に送られ
た。ついで三月二日に開かれた「維持員会」において、
理事横山
　
寛平（校友）
　　
岡村
　
玉造
　　
野上豊一郎（教授）
監事今泉国太郎
　　　　
 　
木村増太郎
ら五名の辞任が承認された。また寄付行為（法人の組織・活動についての根本規則）の一部改正案が提案され、理事の下の「五人」を「七人」に改め れた。
秋山学長は、財政の建て直しと〝法政騒動〟といった難問を二つかかえ、心労のあまり健康をそこない、同年五月十七日の維持員会において学
長・理事を辞任し その後任として、維持員・水町袈
け
裟さ
六ろく
が総長に就任したが、一ヵ月で病没した
（
7）
。
さらにその後任となったのは、小山
松まつきち
吉（一八六九
～
一九四八、明治から昭和期の司法官僚。独逸学協会学校卒。元検事総長、斎藤内閣の法
竹中賀久治
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相）である。この小山総長のもとで、学務担当理事として大学を牛耳った
（
8）
のは
国こく
本ほん
社しゃ
（大正十三年［一九二四］ 、平沼騏一郎を中心に創設された
国家主義的思想団体）の幹部・竹内賀久治（法政大学の校友、弁護士）であった。〝
法政騒動
〟
の渦中の人
―
野上豊一郎は休職扱いであったが、昭和九年十二月解職となった。森田草平も休職扱いであったが、翌昭和十年十
月解職となった。いずれもけんか両成敗の形であった。しかし、野上は昭和十六年（一九四一）二月、文学部教授に復職し、同十八年二月には学監に就任。
翌十九年（一九四四）三月からは高等師範部長をもかねた
（
9）
。
首を切られた四十七人のあとに法政に入り込んできた教師は、一人一人やめさせられ、ついに大部分の人が復帰する日がきた
（
10）
。本多顕彰もその
うちの一人であった。学校のすべての権力は、校友出身の理事（竹内賀久治？）の手に握られていた
（
11）
。
やがて日本はファシズムの道をひた走るよう なった。二・二六事件（昭和
11）の翌年（昭和
12）には日中戦争がおこり、やがてわが国に壊滅
をもたらす大東亜（太平洋）戦争へ 突入した。戦争中、法政大学は軍部に迎合して生きた。
戦中、配属将校は、大元帥陛下の代理として大学生の教育をするために来た、といっていばっており、教練中に「かしこくも（おそれおおくも
の意）……」を何度もいい、学生に不動の姿勢をとらせた。またかれらは教授会に出席し、及落会議において大きな発言権をもっていた。教師らはかれらに対して抵抗をしめさず、小さくなっていた。弁解 きない卑屈さである。また左記のような軍人や国家主義者らが、大学の顧問として迎えら た。
予科講師…………………………………（昭和十二年から月二回修身を担当）
荒木貞夫（一八七七～一九六六、大正から昭和期の陸軍軍人、Ａ級戦犯）
専門部……………（大陸部部長）
大川周明（一八八六～一九五七、昭和期の国家主義者。Ａ級戦犯、病いによりのち免訴）
戦争末期、法政大学は生けるしかばねであった。昭和二十年（一九四五）五月の米軍による空襲 り、富士見町の校舎の大部分は焼けうせて
（18）183
いた。学生は出征や勤労動員により、さらには教師の多くも学校を去っていた。焼け跡の廃きょの中で大学は終戦を迎えた。
戦後、学園から旧勢力を一掃するためのどぶさらいが行なわれた。運のつよい野上豊一郎は、終戦の翌年（昭和二十一年）法政大学総長に就任
した。召集をうけ、軍務についていた陸海軍の元兵士らは、国民服や軍服 着、軍隊グツをはいて、富士見町のバラック（粗末な家屋）にもどってきた
（
12）
。……
＊
いわゆる〝法政騒動〟とは何であったのか。田中美知太郎は、それを「コップの かのあらしに過ぎない
（
13）
」といった。学校騒動において、野上
豊一郎を追いだし、四十七名の教員の首を切ったところまでは逆転劇がうまく行ったにせよ、その後の学校の運営は行き詰まったようだ。けっきょく両陣営間で妥協が成立し、解雇され 教員の大半が古巣に帰ってきた。結果的に 従来あまり力 も なかった教授会の地位はいっそう低下し、理事とか校友とかの勢力が台頭してきた。
戦後十年ほど経った昭和三十年代に、何度か大学史編纂のための「座談会」が開かれ、法政騒動の主な原因について、出席者からさまざまの意
見が出された。
この学園騒動は、予科の騒動と観たのは谷川徹三である。この騒動 元凶は、 〝ひょうたん〟のあだ名がある野上でなくて、内田栄造（百聞）
だといったのは、森田草平である。内田は〝法政のポン引き〟といったあだ名 けられていた。野上を排斥する一大要因は、法政の出身者をも
0
っと教員として採用せよ0
、といった要求であった。ドイツ語教員のなかの仲間割れ、英語教授の解職（昭和
8・
9）などに端を発し、反野上熱が
起り、それが内紛劇へと発展していったのである。
注（
1） 『読める年表・日本史』 （自由国民社、平成
2・
10） 、九六二頁。
（
2）菊地慧一郎の父・晋二は、温厚な銀行家で南画や漢文をよくした。慧一郎にはプラトンの『パイドン』 『プロタゴラス』などの翻訳（岩波文庫）があるほか、著述としては『オリヂナリティ』 （古今書院、昭和
15・
9）がある。このギリシャ語講師は、戦争中に早折したという（新村出「わが学問生
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活七十年」 ） 。
（
3） 『東京朝日新聞』 （昭和
9・
1・
7付）記事。
（
4）同右。
（
5） 『都新聞』 （昭和
8・
11・
28付）記事。
（
6） 「法政騒動の要因（二） 」 （ 『法政大学史資料集
　
第十二集』所収、 ［非売品］ 、平成元・
3） 、一七九頁。
（
7） 『法政大学八十年史』 （法政大学、昭和
36・
8） 、七四頁。
（
8） 『法政大学と戦後五〇年 戦後五〇年史編纂委員会、平成
16・
3） 、八頁。
（
9）同右、八～九頁。
（
10）本多顕彰著『大学教授─知識人の地極極楽』 （光文社、昭和
31・
6） 、七二頁。
（
11）同右、七三頁。
（
12）注（
8）の三三頁。
（
13）田中美知太郎著『時代と私』 （文藝春秋、昭和
46・
4） 、二七一頁。
法政騒動史関係略年譜（一九三三）昭和
8・
3・
17………新学期のドイツ語教科書の打ち合わせ会が、荻窪の奥脇要一宅で開かれ、予科教員七名がこれに出席。関口存男より内田栄造（百
聞）のもちこま取り上げについて提案される。話し合いは深夜まで紛糾する。
 
5・
23………夜、ドイツ語教員総会がひらかれる。法政のドイツ語教員の内輪もめは、予科教授会ぜんたいの問題となり、やがてその処理をめぐ
ってボスたち 対立へと発展し、学内紛争の発火点となる。
 
11……………理事・学監・予科長である野上豊一郎教授の排斥運動が表面化する。
 
11・
27………午後五時、新館ホールにおいて、理事や評議員ら二十名があつまり、紛争問題について協議す。
 
11・
28…… 秋山雅之介、学長に就任。
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12・
31………理事・学監・予科長の野上豊一郎は解嘱、教授休職となる。
真鍋、村山、藤田の三教授も解嘱。野上の対立相手の森田草平も休職処分となる。
（一九三四）昭和
9・
1・
5………予科教員四十七名ちゅう、野上教授の休職に抗議し辞表をかいた者は三十八名。当局の切りくずし運動はじまる。
 
1・
11…… 連判教授三十八名の辞表は、この日の深夜、秋山学長のもとに提出された。
 
1・
12…… 十二、十三、十四日の三日間、臨時休業となる。
 
1・
14…… 学校当局 三十六名の罷免を発 。
 
1・
15…… 予科教授団側の〝校友会有志〟ら約百名は 江戸川町 ウナギ屋に終結すると、決議文を作成し、代表が秋山学長宅に押しかけ、夫
人に手交した。
 
1・
20………解雇組は、山崎静太郎ほか四十四名の連名で、大学当局の非違を糾弾する〝宣言文〟を学校関係者、校友 学生父兄らに発送した。
大学当局、教授・講師三十七名の補充人事を発表。
 
2・
1………秋山学長の名で、 の紛争問題が終そくした旨の文書が関係者に送られる。
 
3・
2…… 理事および監事五名辞任す。
 
5・
12…… 秋山学長は病気辞任し、後 として水町袈裟六 総長に就任したが 一ヵ月で病没
＊
水町のあと司法官僚・小松松吉が総長となる。この新総長のもとで、竹内賀久治（交友、弁護士）が学務担当理事としてらつ腕を振るう。
 
12……………野上豊一郎解職。
（一九三五）昭和
10・
10………… 森田草平解職。
（一九四一）昭和
16・
2………… 野上豊一郎、文学部教授に復職。
（一九四三）
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18・
2……………野上豊一郎、学監に就任。また翌年三月からは高等師範部長をかねた。
（一九四五）昭和
20・
5………… 富士見町の校舎、戦災により大半を焼失した。
　　
20・
8…… 太平洋戦争の終結。戦後 園 巣食う旧勢力を一掃するうごきが起る。
（一九四六）昭和
21…………………野上豊一郎、法政大学総長に就任。
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